
「境界知能（ Borderline Intelligence）」とは、ウェクスラー式知能検査（ WISC, WAIS
）などの標準化された知能検査において、全検査 IQ（ FIQ）が 70以上 84以下
の範囲に位置する状態を指す言葉です。

人口統計学的には、およそ 14%（約 6人に 1
人）の割合で存在するとされており、決して特殊な少数派ではありません。しかし、医学的な
診断名（知的発達症・知的障害の基準は IQ70
未満）には該当しないため、医療や福祉の公的支援の網から漏れやすいという、極めて大きな
構造的空白地帯に置かれています。

境界知能にある人々は、外見や日常の表面的なコミュニケーションにおいては健常域と見分け
がつきにくいため、周囲から「理解しているはずだ」「やればできるのに努力不足だ」と誤認
されがちです。しかし、内面的な情報処理のプロセスにおいて以下のような特有の負荷を抱え
ています。

抽象的思考やメタ認知の負荷 :
比喩表現、ニュアンスに富んだ指示、複雑な文脈の行間を読み解くことが苦手で
あり、指示が「具体的かつ段階的」でないと混乱しやすい特性があります。

ワーキングメモリ（作業記憶）の容量の限界 :
同時に複数の情報処理を行うマルチタスクや、リアルタイムで変化する状況を頭
の中でシミュレートしながら臨機応変に対応することが求められる環境において
、処理容量が過負荷（オーバーフロー）を起こしやすくなります。

リスク予測とトラブル回避の困難 :
「次に何が起きるか」の先読みや、問題が発生した際の二次的・三次的影響の予
測が難しく、結果としてトラブルへの事後対応に追われがちになります。

言語化のハードルと構造的孤立 :
自分が直面している困難やエラーの原因、あるいは「何が分からないのか」を言
語化して他者に助けを求めること自体に高いハードルがあるため、「困っている
ことすら気付かれないまま孤立する」という構造に陥りやすいのです。

「境界知能」総合解説資料

1. 導入：境界知能とは何か

2. 認知特性と日常生活における「見えざる困難」



境界知能の当事者が直面する困難を語る上で極めて重要なのが、「ワーキングメモリの小ささ
に起因して発現する ADHD（注意欠如・多動症）様の状態像」との関係性です。

ワーキングメモリ過負荷による表出的類似性 :
境界知能そのものは発達障害の診断名ではありませんが、情報処理のハードウェ
ア的容量（ワーキングメモリ）が小さいため、複雑な環境やマルチタスクの状況
下では処理能力が即座に飽和します。その結果、「情報を保持しきれずにミスを
する」「注意が散漫になる」「段取りが組めずに行動が混乱する」といった、臨
床的に ADHDと酷似した症状や状態像が表面化します。

コンサータ等の薬物療法における構造的限界 :
ADHD
の治療薬として用いられる中枢神経刺激薬（コンサータなど）は、脳内のドーパ
ミンやノルアドレナリンの再取り込みを阻害し、覚醒水準や注意の持続、選択的
注意のコントロールを改善する効果を持ちます。
しかし、これらはあくまで「既存の神経伝達物質のバランスや効率を調整する」
ものであり、
脳の処理容量（ハードウェアのメモリサイズそのもの）を物理的に拡張す
るものではありません
。そのため、境界知能に起因する「処理キャパシティの限界によるオーバーフロ
ー」に対して薬物を投与しても、根本的な情報処理のボトルネックが劇的に解消
されるわけではないという、明確な限界が存在します。

社会生活における生きづらさが語られる際、「自閉スペクトラム症（ ASD
）などの発達特性」と「境界知能」が混同されるケースが少なくありません。この二つは、人
間の認知構造においてまったく異なるレイヤーに位置しています。

心の理論・ ASD（認知の様式・社会性のメカニズム） :
他者の意図や感情の推論、視点の脱中心化、あるいは直感的な社会的情報の同期
プロセスにおける「特性の偏り」や「スタイルの違い」を指します。高知能であ
っても、 ASD
の特性により誤信念課題や暗黙の文脈把握につづまずくケースが存在します。

境界知能（知的水準・処理容量の階層） :

3. ワーキングメモリの限界が生む「 ADHD
様症状」と薬物療法の限界

4. 「心の理論（ ASD
等）」と「境界知能」の明確な切り分け



社会性の認知の有無にかかわらず、情報処理の全般的なキャパシティ（流動性知
能や思考のスピード、抽象化の深さ）の階層を指します。計算、論理的推論、情
報整理といった「知的作業そのものの処理容量の広さ」に関わる問題です。

混同が生む弊害と重層的苦悩 :
「空気が読めない（ ASD
）」ことによる対人トラブルと、「説明の意図や手順が理解できない（境界知能
）」ことによる業務・生活上のつまずきは原因が異なります。これらを混同する
と、「本人の性格やコミュニケーションの悪さ」に問題のすり替えが行われ、適
切な環境調整（業務の可視化やマニュアル化など）が行き届かなくなる危険性が
あります。
※なお、実際には ASD
と境界知能が重複しているケースもあり、その場合は「文脈理解の特性」と「処
理容量の限界」が重層的に作用し、極めて高い生きづらさを生むことになります
。

境界知能にある人々が直面する困難の本質は、「個人の知的能力の不足」に帰属させるべきも
のではありません。それは、現代の社会システムが「平均的な処理容量」を前提として過度に
複雑化していることに起因する 構造的なミスマッチ です。

アクセシビリティの再設計 :
文字情報を減らし、図解やステップを細分化したマニュアルの整備など、「誰に
とっても理解しやすい情報環境」の構築。

コミュニケーションのユニバーサルデザイン化 :
抽象的な指示を避け、「いつ・どこで・何を・どの順番でするか」を明文化する
配慮。

「自己責任論」からの脱却 :
個人の努力不足として切り捨てるのではなく、環境側の設計不備として捉え直す
視点こそが、すべての人がウェルビーイングを享受できる社会の基盤となります
。

5. 社会構造的アプローチと私たちに必要な視点
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